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にいがた都市交通戦略プランの位置づけ（第１回委員会資料 再掲）

新潟駅交通結節機能強化検討委員会
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基本方針（視点：都心アクセスの強化）
多核連携型のまちづくりを支える交通戦略

基本方針（視点：都心部の移動円滑化）
まちなかの賑わいを創出する交通戦略

基本方針（視点：生活交通の確保維持・強化）
暮らしを支えるモビリティを地域で育む交通戦略

基本方針（視点：市民や関係者による協働）
みんなで築き上げる交通戦略

将来像を実現するための５つの基本方針

基本方針（視点：広域交通との連携強化）
都市の活力と拠点性を強化する交通戦略

新潟駅交通結節機能強化検討委員会
新潟駅の拠点性向上を目指すため、新潟駅における広域的な交通結節機能強化策について検討

○広域交通との連携強化 ⇒ 交流人口の拡大
・新潟駅、新潟空港の利用者数
・二次交通（ＪＲ⇔バス）への乗り換えの不便さ
・観光入り込み客数

○都心部の移動円滑化 ⇒ にぎわい創出
・まちなかの歩行者数減少
・バリアフリー未対応の移動経路
・駅前通、幹線道路の混雑

検討内容
(1)駅周辺の広域的な交通結節機能強化策に係る事項
(2)公共交通を中心とした駅周辺まちづくりに係る事項
(3)その他駅周辺広域交通計画に関し必要と認める事項



新潟駅交通結節機能強化検討委員会
新潟都心の都市デザイン（第１回委員会資料 再掲）

2



新潟駅交通結節機能強化検討委員会
新潟駅 万代広場整備の方向性（第１回委員会資料 再掲）
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検討委員会の進め方（第１回委員会資料 再掲）

実施に
向けた
取り組み

計 画ビジョン・構想

基本計画
実施に
向けた
取り組み

にいがた都市交通
戦略プラン

新広域道路交通計画

整備計画

第４回
検討委員会

主な検討内容
○基本計画(案)
策定

基本計画
策 定

令和元年7月8日

第１回
検討委員会

主な検討内容
○委員会設立
○現状整理
○課題抽出

第２回
検討委員会

主な検討内容
○課題整理
○方向性検討

第３回
検討委員会

主な検討内容
○対応方針検討

必要に応じ検討委員会開催令和元年9月6日

新潟駅交通結節機能強化検討委員会
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第１回検討委員会の概要

○新潟駅周辺整備事業や万代島ルート線など、新潟駅周辺で実施中の各事業に
ついて、今後の工程を示してほしい

○観光の視点を取り入れ、今後の観光客の見込みなども踏まえた検討が必要で
はないか

○案内サインも含め、各交通手段の乗り換えが分かりやすくなることが必要

○長距離バス乗り場は、分かりやすい場所で、待合い環境が整っているとよい

新潟駅交通結節機能強化検討委員会

委員会での主な意見

○日時：令和元年７月８日（月）１０時～１２時
○場所：新潟市役所 本庁６階 第３委員会
○議事：設立趣旨について

まちづくりの基本的な考え方について
これまでの取り組みについて
検討委員会の進め方について
検討委員会の議論に関しての現状について

5



交流人口の拡大

新潟県総合計画

広く本県をアピールしていくための新潟ブランドを構築することで、交流人口の拡大や県産品の販
路拡大などにつなげるとともに、日本海側の表玄関として更なる拠点性の向上により、多くの人々が
集まる新潟県を実現する。

将来像：多様な人や文化が交わる賑わいのある新潟
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交流人口の拡大

新潟県総合計画

政策展開の
基本方向 指標名 現状値

目標

中間
(2020年度)

最終
(2024年度)

①国内外に通用する魅
力ある観光地づくりと
発信による誘客推進

観光入込客数 72,478千人
(2017年)

80,000千人 82,000千人

②外国人観光客の誘致
の推進 外国人延べ宿泊者数 315,400人泊

(2017年)
500,000人泊 800,000人泊

③スポーツと文化を活
かした地域づくりによ
る交流拡大

スポーツ・文化目的の
観光入込客数

38,888千人
(2017年)

44,000千人 45,000千人

「多様な人や文化が交わる賑わいのある新潟」の将来像の達成目標（成果指標）

出典：新潟県総合計画(一部指標を抜粋)
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80,000
82,000
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55,000

60,000
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70,000

75,000

80,000

85,000

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2020 2024

(千人) 中間値 目標値

交流人口の拡大

新潟県総合計画

出典：宿泊旅行統計調査(観光庁：新潟県確定値)

■観光入込客数の推移

○新潟県の観光入込客数は、約7千万人で推移。
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交流人口の拡大

新潟市まち・ひと・しごと創生総合戦略

「国の総合戦略」と「にいがた未来ビジョン」「新潟市総合戦略」の関係図

出典：新潟市まち・ひと・しごと創生総合戦略 9



交流人口の拡大

新潟市まち・ひと・しごと創生総合戦略

基本目標
創造交流都市としての拠点性を活かした交流人口の拡大

数値目標
５年後（2019年度） 観光入込客数：2,220万人(2014年 1,845万5千人)

延べ宿泊者数：225万5千人(2014年 214万6千人)

基本的方向

古くは北前船の寄港地であるとともに開港5港の一つとして，また現在も
空路･新幹線･高速道路といった高速交通網の結節点であること，さらに国際
コンベンション施設や競技場などを有することなど，本市の拠点性を活かし
て，「東アジア文化都市」や「2016年日本サミット」をはじめ，「2019年
の開港150周年」や「2020東京オリンピック・パラリンピック競技大会」を
契機に，本市の魅力の情報発信を行い，観光誘客やＭＩＣＥ誘致の推進と併
せ，文化・スポーツコミッション活動による文化・スポーツイベント等の誘
致も図ることで，多様な来訪者の獲得を図ります。
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交流人口の拡大

新潟市まち・ひと・しごと創生総合戦略

出典：観光入込客数調査(新潟市)

■観光入込客数の推移 ■延べ宿泊者数の推移

出典：宿泊旅行統計調査(観光庁：新潟市確定値)

○新潟市の観光入込客数、延べ宿泊者数は、増加傾向。
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交流人口の拡大

訪日外国人の推移

出典：宿泊旅行統計調査（観光庁）※従業者数10人以上の宿泊施設

出典：第1回新潟駅交通結節機能強化検討委員会資料

■県内外国人国籍別宿泊者数の推移

■新潟港へのクルーズ船の寄港実績推移

■市中心部を観光する外国人旅行者

■新潟港へ寄港するクルーズ船

○クルーズ船の寄港の増加も影響し、訪日外国人の宿泊者数は年々増加。
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広域交通との連携強化

県内の広域交通網
○新潟県内の広域交通拠点は、新幹線、高速バス等が集中する新潟駅が中心。

■新潟県内の主要な広域交通網
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新幹線利用者以外の駅利用者 新幹線利用者

新潟駅の利用者推移

（千人/日）

出典：東日本旅客鉄道株式会社

■JR新潟駅乗車数の推移(1日あたり)■新潟駅発着の新幹線の運行便数(1日あたり)

（便/日）

出典：ＪＴＢ時刻表(JTBパブリッシング)
※各年4月時点の時刻表より期間限定運行を除いた平日運行便数を集計

○新潟駅を発着する新幹線の運行便数は減少しているが、新幹線利用者は増加

広域交通との連携強化
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■新潟空港の年間利用者数推移■新潟空港の定期便の運行便数推移(週あたり)

■新潟空港の利用率

（千人/年）
（便/週）

出典：新潟空港利用状況(新潟県)
※各年の4月現在の運行便数

○定期便の運行便数は近年増加しており、利用者数、利用率ともに増加傾向。

広域交通との連携強化

出典：新潟空港利用状況(新潟県) 出典：新潟空港利用状況(新潟県)
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■新潟駅周辺の高速バスの運行便数(平日)の推移 ■乗合バス事業(高速バス)の輸送人員数の推移
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出典：JTB時刻表(JTBパブリッシング)

■新潟駅南口の高速バス停車場

巻線、糸魚川線
津川・上川線

廃止

ダイヤ改正

■万代口高速バス停車場

（千人/年）

出典：北陸信越交通・運輸統計年間(北陸信越運輸局)

○県内高速バスは減少しているが、県外高速バスは増加。
○高速バスの利用者数は、近年は概ね横ばいで推移。

県内高速バスは
減便傾向

広域交通との連携強化
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新潟駅周辺における乗り換えイメージ（交通結節機能）

ＪＲ在来線

ＪＲ新幹線

高速乗合バス
（県内線）

路線バス
（臨時含む）

（村上方面）
（巻、三条方面）

新潟駅周辺

港

空港

高速乗合バス
（県外線）

広域交通との連携強化

ニーズが多い

ニーズが少ない

ニーズがある
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広域交通との連携強化

新潟駅周辺における乗り換えのパターン（交通結節機能）
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〔新潟駅周辺における乗り換えパターン表〕

路線バス 貸切バス・ 路線バス 貸切バス・ 鉄道 鉄道 路線バス 貸切バス・ 鉄道 鉄道 路線バス 貸切バス・ 鉄道 路線バス 貸切バス・
（市内） ツアーバス （市内） ツアーバス （新幹線） （在来線） （高速） ツアーバス （新幹線） （在来線） （高速） ツアーバス （在来線） （市内） ツアーバス

リムジンバス ー

路線バス
（市内） ー

貸切バス・
ツアーバス

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

タクシー ー ー ー ー ー ー ー ー

路線バス
（市内） ー ー

貸切バス・
ツアーバス

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

タクシー ー ー ー

鉄道
（新幹線）

ー ー ー ー

鉄道
（在来線）

ー ー ー ー ◎ ◎
路線バス
（高速） ー ー ー ー ◎ ◎
貸切バス
（ツアーバス）

ー ー ー ー ー ー

鉄道
（新幹線）

ー ー ー ー

鉄道
（在来線）

ー ー ◎ ◎ ◎ ◎
路線バス
（高速） ー ー ー ー ー

貸切バス・
ツアーバス

ー ー ー

鉄道
（在来線）

ー ー ◎ ◎ ◎ ◎
路線バス
（市内） ー ー ◎ ◎ ◎ ◎
貸切バス・
ツアーバス

ー ー

タクシー ー ー ー ー ー

：現駅前広場計画で対応予定 ：ニーズが多いと考えられるパターン ◎ ：南口周辺での乗り換えがよいと考えられるパターン

：現駅前広場計画での対応予定なし ：ニーズが少ないと考えられるパターン

ー ：ニーズがほぼないと考えられるパターン

出
発
地

空
港

港

県
内

（
市
外
）

市
内

県外

県
外

到着地

空港 港 県内
（市外） 市内

移動手段 リムジンバス タクシー タクシー タクシー

乗り換え場所
【新潟駅周辺】



新潟駅周辺における乗り換えイメージ（交通結節機能）

ＪＲ在来線

ＪＲ新幹線

高速乗合バス
（県内線）市内路線バス

（村上方面）
（巻、三条方面）

新潟駅周辺

港

空港

高速乗合バス
（県外線）

広域交通との連携強化

貸切バス・
ツアーバス

ニーズが多い

ニーズが少ない

ニーズがある
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広域交通との連携強化
「新潟駅南口」臨時バスターミナルを利用するバスの分類

高速乗合バス
（県外線）

大規模イベントシャトルバス
（臨時バス）

（サッカー、コンサート等）

小規模イベントの
送迎バス

個別の貸切バス

対象者特定イベント
シャトルバス

（学会、オープンキャンパス等）

施設送迎バス

定期性
（把握性）

対象性
（公共性）

季節もの
予定された特定日

高い低い

狭
い

広
い

旅行商品型
ツアーバス
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2%

その他

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

(N=474)

68%

14%

11%

0%

1%

1%

3%

2%

55%

2%

39%

1%

1%

0%

0%

2%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩

鉄道

路線バス

自家用車

自転車

高速バス

タクシー

その他

新
潟
駅
か
ら
の
移
動
手
段

鉄道で新潟駅に来た方

(N=133)
路線バスで新潟駅に来た方

(N=123)

至萬代橋

高速乗合バス
路線バス

万代口

西口 東口
新幹線東口新幹線西口

新潟駅周辺は多くのバス停が点在

南口

■新潟駅周辺のバス停位置

直径３００ｍ

直径５００ｍ

■新潟駅までの交通手段

■新潟駅からの移動手段

出典：H27新潟市アンケート調査

出典：H27新潟市アンケート調査

※徒歩：駅構内が目的地の方を含む
※鉄道来訪者：重複回答あり

○新潟駅の利用者の交通手段は路線バスが多い
○一方、バス停は新潟駅の南北に点在。そのため、乗り換え時の不便さが生じている。

広域交通との連携強化

路線バスは
広場に集約

※無回答を除き集計

21



出典：新潟市HP公表資料を基に加工

西口改札

南口広場

新
潟
駅
東
自
由
通
路

新
潟
駅
西
自
由
通
路

バスターミナル
1
階

2
階

1
階

乗り換えの不便さ
○ＪＲからバスへの乗り換えは、移動距離が長く、階段やエレベーターの利用が必要。

※1 高齢者等の移動を想定し、エレベーターが利用可能な経路を設定。
※2 歩行速度を0.88m/sとし移動時間を算出

内閣府「津波避難ビル等に係るガイドライン(案)」に示されている歩行速度(老人単独歩行1.3m/s、
群衆歩行0.88～1.29m/s)を参考に最低値を採用。エレベーターの乗降は約0.5分と仮定。

エレベーター利用
(

主)

新
潟

停
車
場
線

駅
前
広
場

国道7号

移動距離※1 ：約400m
移動時間※2 ：約8分

移動距離※1 ：約250m
移動時間※2 ：約5分

高速バス停

乗合バス停

エレベーター利用

南
口
広
場

改札

広域交通との連携強化

東口改札

万代広場

エレベーター(駅構内)

エレベーター(駅構外)

改札

高速バス停

乗合バス停

■JRから乗合バス停・ 高速バス停間の乗り換え経路例（現況）

新潟駅
西自由通路
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29%

67%

60%

4%

3%

13%

3%

7%

6%

29%

11%

14%

29%

11%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高速バスの

バス停

(N=7)

乗合バスの

バス停

(N=28)

計

(N=35)

上屋あり ・ 防風壁あり ・ ベンチあり 上屋あり ・ 防風壁なし ・ ベンチあり

上屋なし ・ 防風壁なし ・ ベンチあり 上屋あり ・ 防風壁あり ・ ベンチなし

上屋あり ・ 防風壁なし ・ ベンチなし 上屋なし ・ 防風壁なし ・ ベンチなし

バス待ち環境の状況
○新潟駅前のバス停のうち、ベンチや上屋等が整備されていないバス停は約4割。
○特に、高速バスのバス停は約7割が未整備。

至萬代橋

東大通交差点

至弁天IC

新潟駅

■新潟駅周辺バス停の設備設置状況

新潟駅前交差点

■新潟駅周辺のバス停の設備設置状況（上屋、防風壁、ベンチ）

未整備：40％

未整備：71％

未整備：33％

全ての設備あり

全ての設備あり

全ての設備あり

1 2
■高速バス乗り場の状況

1

2

万代口

西口 南口

新幹線東口新幹線西口

広域交通との連携強化
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0.6

0.7

0.8

0.9

1

1.1

1.2

1.3

20
09
年

20
10
年

20
11
年

20
12
年

20
13
年

20
14
年

20
15
年

20
16
年

20
17
年

20
18
年

自
転
車
・
歩
行
者
交
通
量
伸
び
率

古町 万代周辺 新潟駅

新潟駅前は歩行者数が減少

○新潟駅前から古町の間では、新潟駅前通の自転車・歩行者交通量が最も多いが、新潟駅
周辺における自転車歩行者交通量は2009年に比べ約9割に減少

駅前通

ラブラ
万代前

住友信託銀行前

新潟眼鏡院前

NEXT21前

都心軸

調査断面

出典：駅前通…H30年11月4日(日)調査結果
駅前通以外…H30年10月27日(土)新潟市商店街連盟歩行者通行量調査(自転車含む)

出典：新潟市都市交通戦略プランを基に作成

新潟駅
周辺

古町
周辺

万代
周辺

■都心部の自転車・歩行者交通量推移(2009年を基準とした伸び率)■自転車・歩行者交通量

新潟駅周辺

万代周辺
古町周辺

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

NE
XT
21
前

新
潟
眼
鏡

院
前

住
友
信
託

銀
行
前

ラ
ブ
ラ

万
代
前

駅
前
通

歩
行
者
交
通
量
(人
/1
0h
)

都心部の移動円滑化
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新潟駅周辺にはバリアフリー未対応の移動経路が存在

○駅前通りには横断歩道橋を利用した横断を要する箇所があり、高齢者等にとっては移動
が不便。

■横断歩道橋位置図

■東大通交差点の横断歩道橋

■流作場五差路の横断歩道橋

流作場
五差路
(交)

東大通(交)

1

2

2
1

都心部の移動円滑化

25



幹線道路の混雑
○新潟駅周辺の幹線道路では、慢性的に渋滞が発生。
■新潟駅周辺幹線道路の平均旅行速度 ■西跨線橋の混雑状況

出典：旅行速度…ETC2.0プローブデータ（H29.9-11 平日 17時台、上下平均で算出）
混雑度(H27)…全国道路・街路交通情勢調査

新潟駅

混雑度 1.09 東
跨
線
橋

混雑度 1.48

■栗ノ木道路事業区間の混雑状況

1

2

2
1

都心部の移動円滑化
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新潟駅前に乗合バスが集中
○バス交通は新潟駅を拠点とし、乗降場が新潟駅周辺に集中していることから、駅前通り
の交通量のうち、約４割がバス交通であり慢性的な渋滞・混雑が発生。車道上での乗降
等危険な状況も見られる。

○万代口側バスターミナルはスイッチバック式であり、一般車両の交通にも影響。

出典：交通状況調査結果(H30年11月27日(火))

交通量
8,824
(台/12h)

バス
3,109
(台/12h)
44%

乗用車
4,980
(台/12h)
50%

小型貨物・
普通貨物

3

参考：H30.3.31時点のバス時刻表を基に作成

1

■車種別交通量割合
(新潟駅～東大通交差点間)

■新潟駅～青山間の乗合バス・高速バス台数

■バス通行状況・渋滞状況 ■一般交通を阻害するバス

バスが集中する時間帯は、
車道上での乗降が見られる

2

流作場
五差路(交)

東大通(交)

3

1

高速バス停
乗合バス停

2

都心部の移動円滑化
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至
萬
代
橋

7

②東大通交差点手前で追突事故発生
〔４件（夕ピーク時（17時～19時）〕

至
新
潟
駅

東大通
交差点

新潟駅前
交差点

流作場五差路
交差点

：バス ：一般車 ：バス停

※１ H30年11月27日（火）渋滞長調査結果
※２ 追突事故件数は、H20年～H29年の事故件数を集計

①-1 東大通交差点で先詰まり渋滞発生
〔東大通交差点停止線から30m位置まで渋滞〕

①-2 第2車線上でのバス降車が渋滞に拍車

④東大通～新潟駅前の危険事象
イ）短い区間でのバスが車線変更し一般車と交錯
ロ）バス降車のため第2車線上でのバスが停車。

後続車の車線変更を誘発。乗客が車道を歩き危険

③流作場五差路～東大通の危険事象
・新潟駅へ向かうバスと明石通りへ向かう
車両との交錯が発生

新潟駅前通の課題
○バスの降車により車線が閉塞され、新潟駅前からの渋滞が東大通交差点まで影響
○渋滞の末尾では、追突事故が発生
○一般車とバスが車線変更により交錯し、危険事象が発生

至萬代橋

新潟駅前からの
先詰り渋滞

至 新潟駅

第１車線のバスが第３車線
へ車線変更を行い後続車が
ブレーキ 至 萬代橋

至 新潟駅

都心部の移動円滑化

バスと一般車の
車線変更に伴う交錯
至 萬代橋

至 新潟駅
13 4
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事業スケジュール

新潟駅周辺 幹線道路の整備スケジュール

ＪＲ越後線

米山踏切
（廃止）天神尾踏切

（廃止）

(都)出来島上木戸線

(都)駅南線

(

都)

新
潟
駅
西
線

(

都)

新
潟
鳥
屋
野
線

(
都)

弁
天
線

(

都
）
万
代
島
ル
ー
ト
線

（
国
道
7
号
栗
ノ
木
バ
イ
パ
ス
）

ＪＲ信越本線
ＪＲ白新線

(

都)

新
潟
駅
東
線

(

都)

明
石
紫
竹
山
線

高架下交通広場新幹線・在来線
同一ホーム乗り換え

万代広場

南口広場

新潟駅

新潟駅付近 鉄道高架化事業

↓
 

東
京

柏
崎↓

↑
 

長
岡

山
形
・
秋
田

2019年度
（事業中区間）

2020年代 中頃
（事業中区間）

2020年代 中頃
（事業中区間：歩行者・自転車のみ）

2030年代 前半頃
（事業中区間）

2025年度以降

＜　凡　例　＞ 整備中 整備完了
鉄道高架化

立体交差道路整備
関連幹線道路整備
駅前広場整備

万代島ルート線整備

2020年代
後半頃から着手
（実線区間）
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事業スケジュール
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事業スケジュール

整備項目 2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025年度
以降

新
潟
駅
周
辺
整
備
事
業

鉄道高架化

駅前広場整備

幹線
道路
整備

新潟鳥屋野潟線

新潟駅西線

新潟駅東線

明石紫竹山線

万代島ルート線

第1期開業
(越後線高架化)

2車線
供用

全線高架化
(予定)

高架下
交通広場
完成
(予定)

万代広場
完成
(予定)

4車線
供用
(予定)
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乗り換えの不便さ 未整備のバス待ち環境

バス交通の集中による影響

点在しているバス停

新潟駅周辺の現状・課題（まとめ）

高速バス

乗合バス

（万代口バスターミナルの混雑） （駅前通りの渋滞・車両の交錯）
周辺幹線道路の混雑
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都心部の移動円滑化

広域交通との連携強化

現状・課題に対する検討

現状・課題 検討の方針

都心部に流入する通過交通の抑制

道路空間の再構築・利活用

交通ターミナル機能の充実○県がめざす姿
・多様な人や文化が交わる賑わいのある新潟

○市がめざす姿
・創造交流都市としての拠点性を活かした
交流人口の拡大

○新潟県の交通状況
・新潟駅を中心とした広域交通網の形成
・新幹線・飛行機・高速バスの利用者数
横ばい又は増加傾向

○新潟駅周辺の課題
・点在したバス停、不便な乗り換え
・バス待ち環境の未整備

○新潟駅周辺の課題
・新潟駅周辺の歩行者数減少
・バリアフリー未対応の移動経路
・駅周辺の幹線道路の混雑
・新潟駅前通りの渋滞・事故

新潟駅周辺整備事業の効果最大化

各交通手段の結節強化
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